
 
令和４年１月 13 日 
大 阪 府 立 泉北 高 等 学 校 

 
令和３年度 学校教育自己診断結果について 

 
１．回答者 

（提出数／対象者）   
 
 

２．実施時期     令和３年 12 月初旬～12 月中旬（マークシート式アンケートを実施） 

３．対象者別・診断結果一覧表（資料：別紙グラフ） 

４．考察 

（１）対象者別・肯定率の高い項目（R２～R３年度／肯定率 80％以上）について 

  【 生 徒 】 

番号 質問項目 R2 R３ 

1  泉北高校での生活が充実している。 90.8% 91.0% 

2 学校の授業はわかりやすく、自分のためになっている。 83.1％ 85.7％ 

3 学校は、家庭学習を促進するため、宿題を課すなどの指導を行っている。 76.7% 81.3% 

7 学校行事、ホームルーム活動にはクラス全体(あなた自身も含めて)で積極的にかかわっている。 80.9％ 83.6％ 

10 学校で地震や火災などの災害が起こった場合、どのような行動をとればよいか具体的に知らされている。 70.4% 81.1% 

11 学校は進路指導面で、進路相談や進路情報の提供など適切な指導を行っている。 79.5％ 86.3％ 

12 学校は、将来の進路や生き方などについて、情報提供したり生徒に考えさせる指導を行っている。 79.3％ 85.8％ 

23 泉北高校の生徒であることに誇りを持っている。 78.5% 81.1％ 

  【 保護者 】 

番号 質問項目 R2 R３ 

1 泉北高校は生徒が学校生活において充実感が得られる努力をしている。 83.5% 83.1% 

7 学校は、体育祭、文化祭、修学旅行などの学校行事を活性化するための工夫を行っている。 88.8% 85.1% 

11 学校は、進路指導面で、進路相談や進路情報の提供など、適切な指導を行っている。 83.9％ 79.9％ 

16 生活態度や学習態度に関する指導についての学校の指導は理解できる。（頭髪・遅刻・マナー等） 84.7％ 82.3% 

17 子どもは、部活動に積極的に参加している。 80.1％ 77.4％ 

 【 教 員 】 

番号 質問項目 R2 R３ 

1 あなた(学校)は、生徒が学校生活において充実感が得られる努力をしている。 96.7％ 96.6% 

2 生徒に対して、わかりやすく興味・関心を引く授業を行っている。 86.7% 86.2% 

5 あなた(学校)は、生徒の相談に適切に対応している。 90.0％ 89.7% 

6 あなた(学校)は、子どもに関する個人情報を守っている。 96.7％ 96.6% 

7 あなた(学校)は、体育祭、文化祭、修学旅行などの学校行事を活性化するための工夫を行っている。 83.3% 77.6％ 

9 あなた(学校)は、平和、社会のルール、人権の尊重、生命の大切さなどについて学ぶ機会を提供している。 86.7% 79.3% 

10 
あなた(学校)は、学校で地震や火災などの災害がおこった場合、どのような行動をとればよいか具

体的に知らせている。 
81.6％ 79.3％ 

11 あなた(学校)は、進路指導面で、進路相談や進路情報の提供など適切な指導を行っている。 88.3％ 81.0% 

12 あなた(学校)は、将来の進路や生き方などについて情報提供したり生徒に考えさせる指導を行っている。 86.7％ 86.2% 

13 あなた(学校)は、いじめ(疑いを含む)が起こった際の体制が整っており迅速に対応することができている。 86.6％ 77.6％ 

17 あなた(学校)は、部活動に積極的に参加するよう促している。 80.0％ 75.9％ 

19 あなた(学校)は、家庭への連絡や意思疎通を積極的に行っている。 80.0％ 69.0％ 

 

（２）対象者別・肯定率の低い項目（R２～R３年度／肯定率 50％未満）について 

【 生 徒 】 

番号 質問項目 R2 R３ 

14 校外で地域、その他のボランティア活動などに取り組む機会がある。 41.5% 38.7% 

15 学校生活の中で、近隣の学校や地域の人々との交流する機会がある。 35.4％ 33.2% 

27 キャリア・パスポートを意識して学習活動や特別活動を記録し、振り返りを行っている。 43.6％ 59.2% 

28 授業時間以外で、週当たり 10 時間以上学習できている。 28.1% 26.5％ 

生徒 保護者 教員 

788／828 740／828 58／59 

95.2％ 89.4％ 98.3％ 



  【 保護者 】 

番号 質問項目 R2 R３ 

13 学校は、いじめについて子どもが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。 45.6% 47.6% 

14 学校は、学校以外で地域、その他のボランティア活動などに取り組む機会を提供している。 39.4％ 41.1% 

15 学校は、学校生活の中で、近隣の学校との交流の機会を提供している。 40.8％ 40.3% 

21 学校は、PTA活動の取組みに協力的である。 57.0％ 48.9％ 

 【 教 員 】 

番号 質問項目 R2 R３ 

14 あなた(学校)は、学校以外で地域、そのほかのボランティア活動などに取り組む機会を提供している。 43.4％ 41.4％ 

15 あなた(学校)は、学校生活の中で、近隣の学校との交流の機会を提供している。 48.3％ 56.9％ 

 

（３）必須項目（共通項目）に関する比較について（R２⇒R３年度） 

①学校への意識：1「泉北高校での生活が充実している。」「充実感が得られるように努力している。」 

生徒（90.8％⇒91.0％） 保護者（83.5％⇒83.1％） 教員（96.7％⇒96.6％） 

②学習指導：2「授業はわかりやすく、自分のためになっている。」「わかりやすく興味・関心を引く授業を行っている。」 

生徒（83.1％⇒85.7%） 保護者（67.0％⇒67.2％） 教員（86.7％⇒86.2％） 

③生徒指導：16「学校生活についての先生の指導は理解できる。」「カウンセリングマインドを取り入れた生徒指導を行っている。」 

生徒（70.6％⇒74.3％） 保護者（84.7％⇒82.3％） 教員（75.0％⇒77.6％） 

④教育相談：5「学校には相談しやすい先生がいる。」「生徒の相談に適切に対応している。」 

生徒（60.8％⇒67.3%） 保護者（67.6％⇒69.6％） 教員（90.0％⇒89.7％） 

⑤進路指導：11「学校は、進路指導面で、進路相談や進路情報の提供など適切な指導を行っている。」 

生徒（79.5％⇒86.3%） 保護者（83.9％⇒79.9％） 教員（88.3％⇒81.0％） 

12「学校は、将来の進路や生き方などについて、情報提供したり生徒に考えさせる指導を行っている。」 

生徒（79.3％⇒85.8%） 保護者（77.7％⇒75.5％） 教員（86.7％⇒86.2％） 

⑥道徳教育：9「平和、社会のルール、人権の尊重、生命の大切さなどについて学ぶ機会が多い。」 

生徒（73.7％⇒75.8%） 保護者（65.9％⇒63.4％） 教員（86.7％⇒79.3％） 

⑦情報管理：6「学校では、生徒の個人情報が守られている。」 

生徒（76.3％⇒78.6%） 保護者（78.2％⇒77.4％） 教員（96.7％⇒96.6％） 

 
（４）分析・課題 

〇項目1「泉北高校での充実感」について、生徒、保護者、教員ともに高い肯定率を維持している。本校の教育活動について全

体的に理解を得ていると認識しており、今後も継続できるよう努めたい。 

△項目２「授業改善」について、生徒の肯定率が昨年度に引き続き上昇し85%を超えた。教員の授業の工夫改善に向けての様々

なチャレンジが生徒に好意的に受け取られていると考えられる。一方で教員の肯定率については若干の下落傾向にあり、新

しい学習指導要領と観点別評価の導入に向けて、研究と修養に励みたい。 

△項目３「家庭学習促進・宿題」は生徒の回答が平成31年度から２年間で７ポイント以上アップし80％を超え、項目４「講

習への参加」は２年間で15ポイント以上アップし60％を超えたが、項目28「週10時間以上の学習」については昨年度よ

り割合が下がっている。引き続き生徒の家庭学習・学力向上への取組みの充実を図りたい。 

〇項目７「生徒活動活性化」について、生徒の肯定率が数ポイントアップした。コロナ禍の中で工夫して取り組んだことが評

価されたと思われる。 

●昨年度コロナ禍で十分な時間が確保できず、生徒、保護者とも肯定率が下落した項目９「平和、社会のルール、人権の尊重、

生命の大切さなどについて学ぶ機会」について、回復できていない。人権HR等の内容を精査し、次年度の計画を立てたい。 

〇項目11・12の「進路指導・キャリア教育関連」の生徒の肯定率がそれぞれ５ポイント以上上昇。また、項目27「キャリア

パスポートによる振り返り」は昨年度より15ポイント以上上昇している。様々な進路指導が浸透しつつあると認識している。 

●項目14・15「地域との交流関連」は生徒、保護者とも肯定率が３～４割に留まり、教員の数値も高くない。新型コロナの

影響が大きく、十分な活動ができなかったことが大きな要因としてあげられる。「地域の教育拠点校」として次年度の復活

を期したい。 

〇２年前に生徒の質問に新たに設定した項目23「泉北生であることが誇り」について、肯定率が75.8%→78.5%→81.1%と

伸びてきており、大変喜ばしい。引き続き、生徒の自己肯定感を高めることができる教育活動を進めていきたい。 

△総体としては、生徒の肯定率は上昇したものの保護者及び教員については下降した。生徒の数値が伸びたことは大変良いこ

とであるが、例えば項目５「教育相談」や６「個人情報管理」、10「災害対応」、13「いじめ対応」等については保護者

と教員との認識に乖離が見られる。保護者のニーズに十分に応えられていない部分があることを肝に銘じるとともに、課題

であると自己認識する事柄を教員間で共有しながら、今後の教育活動に取り組みたい。 

 


